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今月は市県民税の7t'3期

分と国民健康保険税の7t'4

期分を納める月です。

市民のみなさん、忘れず

に早めに納めて〈 ださし、。
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(こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

き
く

か
お
る

秋

菊
の
花
は
花
の
君
子
に
数
え
ら
れ
、
日
本
の
花
と
も
た
た
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
菊
の
花
の
展
示
会
が
、
十

一
月
五
日
か
ら
七
日
ま

で
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
、
け
ん
が
い
や
大
輪
の
菊
の
花
が
と
こ

ろ
せ
ま
し
と
咲
き
競
っ
て
一い
ま
し
た。

出
品
点
数
は
約
三
百
五
十
鉢。

.， 
ま
た
、
特
別
農
業
所
得
者

一

(
い
わ
ゆ
る
単
作
農
家
)
の
方

~

に
と
っ
て
は
、
今
年
は
じ
め

一

て
の
予
定
納
税
の
月
で
す
。

一

納
税
す
る
金
額
は
、
単
作
H

農
家
の
場
合
に

は
税
務
署
か

ら
十
月
十
五
日
ま
で
に
通
知

の
あ

っ
た
予
定
納
税
基
準
額

の
半
分
で
す
。
ま
た
、
す
で

に
第
一

期
分
の
納
税
を
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
第
一

期
分

と
同
じ
金
額
で
、
以
上
の
税

額
を
今
月
中
に
納
め
れ
ば
よ

い
わ
け
で
す。

な
お
、
予
定
納
税
第
二
期

分
の
納
期
は
十
一
月
三
十
日

で
、
こ
の
期
限
に
お
く
れ
る

と
日
歩
二
銭
の
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
税
務
署
か
ら

督
促
状
が
出
さ
れ
て
十
日
を

す
ぎ
る
と
、
日
歩
四
銭
に
な

り
ま
ず
か
ら
ご
注
意
下
さ

い

納
税
の
方
法
と
し
て
、
預

金
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方



(2) り大村市政だよ

十
一
月
三
日
は
文
化
の
目。

こ
の
日

秋
晴
れ
の
も
と
、
市
内
で
も
文
化
の

日
に
ち
な
ん
だ
い
ろ
い
ろ
の
行
事
が

計
画
さ
れ
、
中
央
公
民
館
で
は
市
民

音
楽
祭
、
大
村
彼
杵
聞
の
公
認
マ
ラ

ソ
ン
コ

l
ス
で
は
県
下
高
校
駅
伝
、
市

役
所
大
会
議
室
で
は
市
民
俳
句
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

昭和33年4.月22日第三種郵便物認可昭和40年11月10日

市民音楽祭

11月3日赤6回目の市民音楽祭

が中央公民館で聞かれまLた。こ

の目、 中央公民館は満員の盛況で

三曲、プラスパシ ド、コーラスと

たのしい一日をすごLました。

県下高校駅伝大会

秋晴れのもと、公認大村マラソ

シゴースで県下の高校45校が参加

して行なわれまLた。この結果、
西海高校が8連勝しました。

ニ
父
通
事
故
に
思
う
H

な
に
も
か
も
終
っ
て
し
ま

い
ま
レ
た
。
一
私
の
運
命
は
き

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
泣

い
て
泣
い
て
泣
き
ね
い
た
後

や
っ
と
の
思
い
で
ペ
シ
を
握

っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
唯
一

人
机
に
向
っ
て
今
は
亡
き
次

男
邦
彦
の
こ
と
を
思
い
浮
か

式
、
わ
ず
か
二
年
三
カ
月
の

あ
い
だ
育
て
た
だ
け
で
遠
く

引
き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
邦

彦
、
親
と
し
て
の
資
格
も
な

く
邦
彦
に
な
ん
と
わ
び
て
よ

ガソリンなどの

① 

深

見

ツ

コ二

石油製品の需用は、最近ますます増えてい ‘

るようです。そこで犬切なのがガソリシなど

の取り扱いですが、日常、取り扱いや貯蔵につ

いては案外粗雑になっているのではないでし

ょうか。 ガソリシなどの貯蔵や取り扱いには

場所、構造、設備など技術的な基準が消防法

に定められ規制されています。次の表の指定

数量以上の量を取り扱うときはl定の基準に

従わなければならず、少量危険となる数量以

上のときは消防本部にとどけなければなりま

せん。またこの表のほかに相当数の危険物品

がありますので、くわしいことは消防本部へ

問いあわせ、事故防止にご協力ください。

ミ取り扱いに注意しよう

ノ、

い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
恐
ろ

し
い
十
二
月
二
十
五
日
そ
の

朝
ま
で
は
ピ
ン
ピ
シ
と
し
て

元
気
に
遊
ん
で
い
た
邦
彦
が

わ
ず
か
二
、
一
二
分
私
が
眼
を

離
し
た
あ
い
だ
に
:・
。
道
端

に
混
ん
こ
と
な
っ
て
倒
れ
て

い
る
邦
彦
を
抱
き
あ
げ
て
私

は
無
我
無
中
で
市
民
病
院
に

運
び
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
か

ち
八
時
間
、
邦
彦
は
私
の
願

い
も
か
な
わ
ず
と
う
と
う
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
邦
彦

は
死
ね
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
友

達
や
家
族
の
名
を
ア

i
チ
ャ

シ
(
お
母
さ
ん
)一
マ
i
ボ

1

(
兄
ち
ゃ
ん

の
名
)
ア

l
コ

(
友
達
の
名
)
と
呼
び
続
け
ま

し
た
が
そ
の
声
が
今
で
も
は

っ
き
り
と
私
の
耳
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。
今
で
は
仏
壇
に

邦
彦
の
写
真
を
か
ざ
り
私
は

そ
の
写
真
を
な
が
め
な
が
ら

邦
彦
も
う
一
度
ア

i
チ
ャ
ン

と
呼
ん
で
お
く
れ
と
呼
び
か

け
ま
す
。
す
る
と
邦
彦
は
言

葉
を
出
さ
ん
ば
か
り
に
し
て

私
を
じ
っ
と
見
つ
め
ま
す
。

私
は
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
泣

き
ふ
す
こ
と
が
い
く
夜
か
あ

り

ま

し

た

。

(

次

号

)

品 名 i指定数量 |少量危険となる数量 i

ガ ソ リ ン 1 100リッ トル以上1100リツ主義 20リツ凶
アノレ コー ノレ I200 " I 200" 40" i 
1類燈油、軽油類I5(10 " I 500." 100" I 
i重油類 12，000 /1 !2，000" 400 1/1 

|動植物油類 13，000 " 13，000" 600" I 

.... 、、
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市
内
に
H
H

ど
ろ
ぼ
う
H

の

被
害
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
寝
る

と
き
、
外
出
す
る
と
き
、
戸

締
り
に
一
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

と
な
り
近
所
連
絡
し
あ
う

こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

一一一一一一一一一一

恵
明
に
寄
付

市
内
原
郷
仁
田
勝
俊
さ
ん

は
ご
母
堂
の
忌
明
に
一
人
掛

椅
子
六
脚
、
ま
た
市
内
小
路

口
住
宅
渡
辺
仁
さ
ん
は
ご
息

女
の
忌
明
に
会
議
用
テ

ー
ブ

ル
四
台
を
そ
れ
ぞ
れ
市
社
会

教
育
活
動
進
展
の
た
め
中
央

公
民
館
用
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た。
市
内

一
ノ
郷
の
永
田
美
佐

男
さ
ん
は
妻
雅
子
さ
ん
の
忌

明
に
ま
た
、
市
内
伊
勢
町
口

木
和
子
さ
ん
は
夫
又
一
さ
ん

の
忌
明
に
金
一
封
を
社
会
福

祉
事
業
資
金
と
し
て
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

(3) 

ー
;
行
政
相
談
の
窓
口

国
や
県
、
市
の
行
政
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
と
不
平
、
不

満
、
苦
情
な
ど
お
持
ち
の
方

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
う
い

っ
た
相
談
を
受
け
承
わ
る
窓

口
と
し
て
、
行
政
相
談
委
員

が
い
a

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秘
密

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
気

軽
に
相
談
し
て
明
る
い
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。
大
村
市

で
は
次
の
人
が
行
政
相
談
委

員
で
す
。

池
田
十
区
土
方
久
彦

安来節で清和園を慰問

市内杭出津3区の婦人会は.10月26日、きびしく余生

を送っている老人ホームの人々を、 現と角力甚句、安来

節などのおどりで慰問しました。この婦人会が清和園を

慰問するのはこれが2回目でH これから毎年慰問します

，"とはりきっていました。また、お菓子などのお土産に

も老人たちは太喜びしていました。

さ 事 都とのつ猶い天用方に開つにん にを親ま月二
い務合お開て予限災くは納きぎ完がま納通和す三期四
所のり設いがりなだぜめまの納 、た付じ銀。十分十
へ悪で場まで、どさひるすとでで、して行地日の年
直 いす所すぎ分特いここ O おきき納て 、、元ま納度
接方。日。な割別。のと税りるる税く宏、郵ので期個
ごは も 程納い納の納機が金納よだ者だれ便十と 限人
相諌しは税こ付事期会でを税うけのさな局八なは事
談早当つ相とや情限をき納相に納みいいの銀つ 、業
く県日ぎ談 Jこ徴が後ごな期談と期な O う窓行て十税
だ税ごの所な収なは利い内を、内さ ち口 、い ー第

，"--"，，，-ー""，--""，--""，--""，--""，--""，--""，--""，--""勺

信三三主主長三三~~一 一ーで~

揖ill月の佐
~ごこと¥
庁'ho... ¥¥i

，~ 一号弧匙さねおレー lト

匂d三三司(ミボ:耕三2ピ)で土ニジ，。
O 
O 

一一 民コぐ訟と乞杷ご f__'て!府ll1ll@ i 

当主主 i 

〔
県
税
だ
よ
り
〕

』ー・圃・ー--------------ーーー園田・ー--------
開
設
日
時
、
場
所

問
日
・
:
竹
松
出
張
所

叩
日
・
一
松
原
出
張
所

:

【

西

大

村

出

張

所

魅力ではあるが・1

読書も大切。
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お

し

小
児
マ
包

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
↑
一
一
一

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

ら
せ
コ

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
年
六

月
三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
も

の。

(
I、
E
、

E
、
型
を

二
回
投
与
済
み
の
も
の
は
除

く
)

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
一

い

ま

す

の

で

も

よ

り

の

会

場

料

金

無

料

で
投
与
を
受
け
て
く
だ
さ
い
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し

該
当
者
昭
和
三
十
九
年
二
て
下
さ
い
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

未
処
遇
戦
没
者
の
実
態
調
査

戦
争
に
関
連
す
る
死
亡
者

の
遺
族
で
、
今
日
ま
で
弔
慰

金
、
遺
族
年
金
、
扶
助
料
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
か
た
の

実
態
調
査
を
つ
ぎ
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。
次
の
必
要
事

項
を
調
べ
て
、
別
表
の
場
所

:場所 |期日 !

1三浦出張所 111月10日 i 
鈴田出張所 111月11日 へ ! 
萱瀬出張所:I 11月12日 ! 

l竹松出張所 111月15日
!福重出張所 111月16日 i 
!松原出張所 111月17日 i 
l 保険年金課 111月18日より!
i遺族会事務局 111月26日まで!

に
お
い
で
下
さ
い
。

必
要
事
項

戦
没
者
に
つ
い
て

マ
氏
名
マ
生
年
月
日
マ
死
亡

時
の
本
籍
地
一
V

入
隊
、
徴
用

除
隊
、
復
員
年
月
日
マ
部
隊

名
、
階
級
マ
発
病
、
受
傷
年

月
日
、
場
所
、
症
状
の
経
過

マ
死
亡
年
月
日

昭
和
二
十
七
年
四
月
以
降

に
請
求
を
し
た
こ
と
が
あ
る

か
た
は
、
却
下
通
知
書
、
返

却
書
類
、
不
服
申
立
な
ど
の

資
料
又
は
病
床
日
誌
の
写
を

持
っ
て
い
る
場
合
は
ご
持
参

下
さ

い
。

ナ
投

与

日

時

・

場

所

一

日

月

泊

日

:

市

役

所

一

日
月
比
日
:
竹
松
出
張
所
一

日
月
お
日
:
・
市
立
病
院
一

日
月
初
日
:
中
央
公
民
館
一

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

1

一

時
叩
分
か
ら

3
時
ま
で
で
す
一

L

し

資

お

す

市

一

一

回

S

ま

て

で

に

コ

一

一

ま

き

編

い

帳

で

い

川

一一

し

で

簿

つ

手

ま

さ

一
一

す

が

名

が

な

日

だ

一

一

わ

帳

、

録

利

叩

く

一

.

5

手

は

附

便

月

で

一

・4
6

民

に

の

の

口

、

を

県

帳

編

式

は

お

3

帳

の

手

活

形

方

に

距

手

版

民

生

記

の

室

四

民

年

県

、

日

用

画

=

県

日

。

一

縮

、

入

企

格

一

た

料

り

ご

の

価

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

障

害

年

金

増

額

の

手

続

を

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

が
増
額
さ
れ
ま
す
。
元
軍
人

準
軍
人
、
軍
属
、
旧
国
家
総

動
員
法
に
よ
る
協
力
者
と

L

て
服
務
中
の
公
務
傷
害
で
障

害
年
金
を
う
け
て
い
る
方
は

九
月
期
ま
で
の
支
給
を
受
け

今、
‘
 ，、、

4
 

な ど商品初級

簡易保険は大正5年10月1日、

小口、無診査、集金などを特徴とする国営の生命

保険として誕生し、全国の郵便局でその取り扱い

を開始した。以来足かけ50年にわたり、国営の生

命保険として国民に親しまれて成長した。いまで

は契約高4兆円、契約件数ι155万件に達し、その

加入割合は件数で、人口1.000人当り428件となっ

ているO この契約から生じた昭和39年度の収支は

収入が2，832億円、支出は支払保険金1，474億円、 I 

支払配当金356億円、その他572億円でその差益43

0億円は積立金として積立てられている。 この積

立金は、第1に保険金や配当金の支払いに当てら

れ、また、県市町村などにも貸し出されて住宅、

学校、上下水道、道路、橋などの建設に役立って

いる。郵政省では H明日のしあわせを築く郵便局

の簡易保険 H をあいことばとして、 10月1日から

全国的に簡易保険新加入運動を行ない、新加入を

呼びかけています。

せ方 e厚す書た
んは生まとの
。手省せ印ち
続よて鑑、
のりくを保
必通だ持険
要知さっ年
がのいて金
ああ。手課
りつな続で
またおを証

植
林
の
シ
ー
ズ
ン

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

苗

木

と

肥

料

の

注

文

を

い
よ
い
よ
植
林
の

ν
I
ズ

ン
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
を

早
く
た
て
て
積
極
的
に
緑
の

山
を
作
り
ま
し
ょ
う
J

森
林

組
合
で
は
、
つ
、
ぎ
の
と
お
り

苗
木
可
肥
料
の
注
文
を
受
け

が‘当り付
まいり二け
たり二円ま
、ま百以す
造す円上
林。以、苗

す 上肥木
る の料は
場 予は 一
所 約一本
の 金俵当

庁

所

所

所

所

所

所

へ

E
張

張

張

張

張

務

所

出

出

出

出

出
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字
、
地
番
、
面
積
と
苗
の
本

数
、
施
肥
場
所
の
字
、
地
番

施
肥
量
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
も
必
要
で
す
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

墓
地
の
改
葬

無
縁
墓
地
の
改
葬
が
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、
縁
故
者
が
あ

れ
ば
届
け
出
て
下
さ
い
。

墓
地
の
所
在
地

高
知
県
南
国
市
前
浜
浜
窪

届
出
先
高
知
県
南
国
市
長

届
出
期
限

昭
和
四
十
年
十
一
月
三
十
日

旨.


